
第２回ジャガイモシロシストセンチュウ対策検討会議の概要

（平成28年３月４日 開催）

１ 土壌調査の結果

昨年の夏に実施した植物検診の結果、ジャガイモシロシストセンチュウ

（Ｇｐ）が確認された網走市の２地区について、過去にばれいしょを生産

した実績のあるほ場の全てについて、土壌調査（土壌を採取して線虫の有

無を確認）を実施した。これまでに得られた結果は以下のとおりであった。

・調査対象ほ場 190ほ場（約600ha）

・うちＧｐ確認ほ場 49ほ場（約190ha）

※Ｇｐ未確認ほ場において、Ｇｐが発生していないことを保証するも

のではない。

なお、土壌調査の結果、ジャガイモシロシストセンチュウのほ場内にお

ける発生密度は低密度であり、直ちに農作物に被害が生じるレベルとは考

えられなかった。

一方、ジャガイモシロシストセンチュウの発生時期や他地域への発生の

広がりについては、以下のような見解が示され、現時点での情報のみでは、

定見を示すことができなかった。

・ 発生密度及び地区内の複数ほ場で発生していたことを踏まえると、最

初のほ場への侵入から10年程度の時間が経過しており、網走市内の他地

区等に発生が拡大している可能性があると推定できる。

・ ほ場内の分布は偏りがあり、かつ、ジャガイモシロシストセンチュウ

しか発生していないほ場があったことを考えると、ジャガイモシロシス

トセンチュウは、ここ数年の間に新たにほ場に侵入したものであり、発

生地域はそれほど広がっていない可能性があるとの推定もできる。

また、地区内にまん延した原因として、利用している資材、土壌の搬入

等に原因がある可能性が考えられるため、検証すべきとの指摘があった。

２ 発生要因調査等

① 遺伝子解析

網走市で確認された本線虫の遺伝子解析の結果、南米が起源で、現在、

欧州、米国等で発生しているものと遺伝的に近い関係にあることが判明

した。ただし、どこの国からどのように侵入したかを判断するためには、

更に、情報を収集する必要があるとの見解が示された。



② 生産状況等の調査

昨年夏に本線虫が確認されたほ場については、土の移動を防止する等

のジャガイモシストセンチュウ対策が実施されており、また、海外との

人的交流や外国で生産された資材の投入は確認されていない。

今回の調査から、昨年夏に本線虫が確認されたほ場が発生源というよ

りは、それ以外のほ場が発生源である可能性が浮上したが、発生要因を

特定するための情報は少ないことから、引き続き、発生要因調査を継続

していく必要があるとの見解が示された。

３ 平成28年度の調査及び防除の方針について

（１）調査方針

今回の土壌調査結果を踏まえると、近隣の地域にも、本線虫が発生し

ている可能性は否定できない。特に、ジャガイモシストセンチュウの発

生地域では、必ずしも線虫の同定が行われていないことから、当該線虫

がジャガイモシロシストセンチュウである可能性も否定できない。

このため、網走市内及び近隣市町村の発生状況を把握するため、以下

の調査を実施することが妥当との結論が得られた。

① 春季調査

網走市内全域を対象に、抽出で、土壌調査を実施する（４月下旬～

５月上旬）。

② 夏季調査

網走市近隣で、かつ、ジャガイモシストセンチュウの発生が確認さ

れている７市町（北見市、大空町、置戸町、清里町、訓子府町、小清

水町及び斜里町）を対象に、栽培中のばれいしょを抜き取り、植物検

診を実施する（７月中下旬）。

③ 疑義情報への対応

ジャガイモシロシストセンチュウに関する疑義情報があった場合

は、試料の同定を行うとともに、必要に応じ、現地調査を実施する。

（２）まん延防止・駆除対策

現在、本線虫を対象とした実行性の高い防除技術は確立されていない

ため、早急に、本線虫に対する防除技術の確立を推進する。併せて、発

生地域からのまん延防止の徹底を図るとともに、発生ほ場においては、

本線虫の密度低減を図る防除を、営農に配慮しつつ、行うこととする。



具体的には、

① 防除技術の確立

ジャガイモシストセンチュウで効果が確認されている土壌消毒剤に

ついて本線虫に対する農薬登録の適用拡大を速やかに行う。

また、土壌消毒、対抗植物を活用した実行性のある防除体系を確立

するため、現地における実証試験を実施することとし、土壌消毒など

に関して得られた成果については、今秋の収穫後から速やかに普及し

ていくこととする。

② 既発生地区におけるまん延防止対策

発生ほ場においては、ばれいしょを作付けしないことが科学的には

理想であるが、来年度実施する実証試験において防除技術が確立され

るまでの間は、農家の経営に配慮しつつ、ばれいしょ以外の作物への

転換を要請するとともに、少なくともばれいしょは連作しないよう指

導する。また、引き続き、発生地区における機械・車両の洗浄など土

の移動防止対策を指導することで、発生地区からのまん延防止の徹底

を図る。

さらに、昨年度同様、収穫期において、発生地区からのばれいしょ

及びてんさいの移動について、植物防疫官による検査の実施を検討す

る。

（３）今後の駆除対策

今後の発生ほ場における駆除対策については、発生状況調査及び来年

度の実証試験の結果に基づき、防除による地域農業への影響と地元の意

向等を踏まえ、決定することとする。



ジャガイモシロシストセンチュウに関するこれまでの経緯

日 時 内 容

８月６日（木） 北海道庁から農林水産省に、ジャガイモシロシストセンチュウと

考えられる線虫が確認された旨の連絡。

植物防疫課及び横浜植物防疫所担当官を北海道庁に派遣。北海道

庁からの事実関係の確認とともに、今後の対応を打ち合わせ。

８月７日（金） 植物防疫課及び横浜植物防疫所担当官を網走市に派遣。北海道庁

及び現地関係者と初動調査の実施について調整。

８月11日（火） 横浜植物防疫所の植物防疫官が、現地において初動調査を実施。

調査で採取されたサンプルは、同所調査研究部に送付し、同定作

業を開始。

８月19日（水） 横浜植物防疫所調査研究部での同定の結果、ジャガイモシロシス

トセンチュウであることを確認。

農林水産省から、「ジャガイモシロシストセンチュウの確認につ

いて」をプレスリリース。

消費・安全局長から北海道知事宛てに、「ジャガイモシロシスト

センチュウの確認について」を発出。併せて、植物防疫課長から

各農政局等に、各県への情報提供を要請する通知を発出。

８月24日（月） 農林水産省佐藤政務官が、網走市において関係者と意見交換を行

うとともに、でんぷん工場等を視察。

８月25日（火） 横浜植物防疫所が、網走市において発生範囲調査を実施。

８月26日（水） 横浜植物防疫所が、小清水町、清里町及び北見市において発生範

囲調査を実施。

８月27日（木） 横浜植物防疫所が、斜里町、大空町において発生範囲調査を実施。

８月28日（金） 農林水産省から、ジャガイモシロシストセンチュウの防除技術開

発について、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「緊急

対応研究課題」（以下「緊急研究」という。）により公募を開始

（９月11日（金）まで）。

９月２日（水） 北見市で開催されたオホーツク管内ＪＡによる「ジャガイモシロ

シストセンチュウ対策検討会議」の場で、農林水産省が状況等を

説明。

９月３日（木） 消費・安全局長から北海道知事宛てに、「ジャガイモシロシスト

センチュウの発生地域における当面のまん延防止対策等につい

て」を発出。
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９月４日（金） 横浜植物防疫所が、移動前検査実施に関する生産者説明を実施。

９月５日（土） 植物防疫官が、対象地域において検査を実施（植物防疫官による

～ 1 2 月 2 7 日 ばれいしょ等移動前検査の開始。）。

（日）

９月９日（水） 北見市で開催されたオホーツク管内ＪＡによる「ジャガイモシロ

シストセンチュウ対策会議」において、北海道オホーツク振興局

が、現地農業団体、農業者、市町村等に対する説明会を開催。

９月15日（火） 第１回ジャガイモシロシストセンチュウ対策検討会議を開催。

発生範囲調査の結果（２地区６筆で確認）及び今後の対策（土

壌調査方針等。）を公表。

９月24日（木） 緊急研究の委託先を、（研）農業・食品産業技術総合研究機構を

中心とするコンソーシアムに確定。

10月16日（金） 横浜植物防疫所が、土壌調査の実施に関する生産者説明を実施。

10月19日（月） 横浜植物防疫所が、発生２地区において土壌調査用の土壌を採集。

～ 1 1 月 2 0 日

（金）

10月23日（金） 斜里町の製糖工場に、ジャガイモシロシストセンチュウ対策とし

て、運搬車両の洗浄施設を整備。

11月30日（月） 発生２地区において採集した土壌のカップ検診を実施。

～２月下旬

１月13日（水） 横浜植物防疫所が、地元ＪＡの協力を得て、ジャガイモシロシス

～ １ 月 2 9 日 トセンチュウの発生要因調査を実施。

（金）

２月４日（木） 農林水産省から、ジャガイモシロシストセンチュウの効果的な防

除法の開発について、平成28年度「安全な農林水産物安定供給の

ためのレギュラトリーサイエンス研究委託事業」により公募開始

（３月７日（月）まで。）。



１　検査実績 H28.2.29現在
（１）農作物

でんぷん原料用 その他

実施時期
H27.10.30～11.19
H27.12.26～27
（23日間）

―

検査申請件数
（件）

387 5 261 653

検査数量（t） 9,440 176 17,482 27,098

検査台数（台） 387 － 261 648

合格件数（件） 387 5 261 653

（２）工場

検査日 結果

H27.9.3 合格

H27.10.18 合格

２　検査対応人数

　延べ245人

ジャガイモシロシストセンチュウ発生地域における
移動前検査実績（平成27年度）

　ばれいしょ等の搬入される工場が、土壌の分散等によるジャガイモシロシストセン
チュウのまん延が起こらない体制となっているかを検査。

でんぷん工場（網走市）

製糖工場（斜里町）

てんさい 合計
ばれいしょ

H27.9.5～11.18
（75日間）
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北見市

雄武町

興部町

西興部村

滝上町

紋別市

湧別町 サロマ湖

遠軽町

佐呂間町

北見市

網走市

大空町

美幌町

津別町

清里町

斜里町

平成28年度発生状況調査実施地区

春季調査（土壌調査）実施地区

夏季調査（植物検診）実施地区

Ｇｒ発生地区（オホーツク総合振興局管内）

置戸町 訓子府町
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網走市における各作物の栽培暦

春季調査

夏季調査

１年目

２年目

平成28年度
調査方針

９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

てんさい

秋まき小麦

春まき小麦

ばれいしょ

大豆

小豆

地

温

低

下

播種 収穫

収穫

播種

植付 収穫

播種 収穫

播種 収穫

移植 収穫

積

雪

土壌調査

植物検診
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